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やはじめに 

 

厚生労働省の人口動態統計による家庭の浴槽での溺死者は,2016 年に 5,138 人となり 12

年間で約1.8倍に増加しているが,このうちの約9割が 65歳以上の高齢者である.入浴事故

の約 8 割は一人で入浴している元気な健康高齢者で起きており,普段から習慣として行う

ことができ,入浴事故を回避できる高齢者の安全な入浴方法を見いだすことは入浴事故を

防ぐ上で意義が大きい.本研究は，高齢者が入浴する際,入浴後いきなり心臓より上の部分

まで湯につかる全身浴より,まず半身浴で入浴し,一定時間経過後に全身浴とした方が生理

的・心理的負担が小さいのではないかという仮説を実証することを目的に実施した. 

 

第 1 章：実験方法について 

 

1.1 被験者 

研究への参加に同意した，重症の循環・呼吸器系疾患の合併のない，入浴行動が自立し

た地域在住の健常高齢者,男性 10 名（70.3±4.0 歳）を本研究の対象とした. 

 

1.2 実験方法 

(1) 環境条件：A県 B市にある地域交流拠点施設 Cの浴室（男性用/浴槽の幅 140cm 

×170cm）を利用し,脱衣室は室温約 23℃,湿度約 40％,浴室は室温約 25℃,湿度約 80％

の入浴環境とした. 

(2) 入浴方法：各被験者には，キャリーオーバー効果を避けるため,最低 1 週間の間隔を空

けた異なる日の，午前 11 時～午後 4 時の間に，4 種類の入浴方法（2017 年 10 月 19

日：湯温 39℃で 6 分間の全身浴，10 月 26 日：湯温 41℃で 3 分間半身浴後の 3 分間全

身浴，11 月 9 日：湯温 39℃で 3 分間半身浴後の 3 分間全身浴，11 月 16 日：湯温 41℃

で 6 分間の全身浴）で，短パン型水着または使い捨てペーパーパンツを着用して入浴

してもらった． 

(3) 測定項目：収縮期血圧（SBP）,拡張期血圧（DBP）,脈拍（PR）（上腕式血圧計,シチ

ズン CH-550P）,酸素飽和度（SpO2）（パルスオキシメータ,NISSEI,パルスフィット

BO-800,生活防水 IPX基準）,前額皮膚温（非接触体温計 MT-500）を測定し,あわせ

て主観的温度感覚,快適感を口頭にて確認した. 

(4)実験プロトコール： 

1）6 分間の全身浴（7 回測定） 

      ①脱衣室の椅子にて 5 分間の着衣安静座位を保つ  

－およそ 50ml の飲水・かけ湯－     

      ②全身浴直後（1 分以内に測定） 

      ③全身浴 2 分後（3 分以内に測定） 

      ④全身浴 3 分後（4 分以内に測定） 

      ⑤全身浴 5 分後 

      ⑥出湯直後                         

⑦着衣安静 5 分後 －測定後におよそ 100ml の飲水－ 
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  2）3 分間の半身浴後に 3 分間の全身浴（7 回測定） 

     ①脱衣室の椅子にて 5 分間の着衣安静座位を保つ  

－およそ 50ml の飲水・かけ湯－ 

     ②半身浴直後（1 分以内に測定） 

     ③半身浴 2 分後（3 分以内に測定） 

     ④全身浴直後（1 分以内に測定） 

     ⑤全身浴 2 分後 

     ⑥出湯直後 

     ⑦着衣安静 5 分後 －測定後におよそ 100ml の飲水－ 

 

(5)倫理的配慮：実験に先立ち,桜美林大学研究倫理委員会で承認を得たのち（承認番号 

16047）,A 県 B 市の生涯学習課課長から研究協力の承諾をいただき,その後被験者には実

験の趣旨を十分説明し文書と口頭で同意を得た.  

(6)分析方法：データの分析は SPSS Statistics 25 により，反復測定による一般線形モデ

ルを用いた．各測定項目を従属変数，各測定時点を被験者内変数，入浴条件を被験者間因

子,各測定項目の入浴前安静時の値を共変量とし,有意水準は 0.05 とした. 

 

第 2 章：結果 

収縮期血圧（p=.010）,拡張期血圧（p=.019）ともに入浴条件と測定時点の交互作用が

有意であった. 収縮期血圧は半身浴後の全身浴，全身浴だけの入浴に関わらず湯温の影響

が大きく，41℃の湯温では出浴直後の血圧低下が著しかった．拡張期血圧は湯温 41℃にお

いて全身浴だけの入浴の場合は,半身浴後の全身浴に比較し入浴中の血圧低下が著しかっ

た. 

 その他の，脈拍,酸素飽和度,前額皮膚温(体温)，主観的温度感覚,快適感，脈圧・ダブル

プロダクトについては入浴条件と測定時点の交互作用は有意ではなかった． 

 

第 3 章： 考察 

収縮期血圧は湯温の影響を大きく受け，41℃の湯温では入浴方法にかかわらず出浴直後

の低下が著しかった．安静坐位から入浴直後にかけての上昇は予測していたほどみられな

かった．本研究において収縮期血圧は 41℃の湯温では入浴により 20mmHg 以上低下して

おり起立性低血圧と同様の病態が生じていると考えられた．さらに，拡張期血圧も 41℃の

湯温において全身浴だけの入浴を行うと起立性低血圧時の変化に相当する 10mmHg 以上

の低下がみられた.一方，半身浴後の全身浴では 41℃の湯温においても拡張期血圧の低下

は 10mmHg 未満になっていることから，湯温 41℃の場合は先に半身浴をした方が急激な

低下を抑制し,めまい,ふらつき,意識喪失などの症状が起こりにくくなるものと考えられ

るため安全な入浴といえる. 

 

第 4 章： まとめ 
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 重症の循環・呼吸器系疾患を合併していない入浴行動が自立した地域在住の健常高齢者

において,39℃と 41℃の湯温での 2通りの入浴方法における生理的・心理的反応を検討し

た.収縮期血圧,拡張期血圧においては,入浴条件と測定時点の交互作用が有意であり，とく

に 41℃の高温での入浴の際に，最初から全身浴を継続する場合に血圧の低下が著しくなる

ことが明らかとなった.  
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